
青森県立五所川原高等学校 総合的な探究の時間 全体計画 2026-
2027

　校訓として、「敬愛、叡智、進取」を掲げ、「力行天下第一」の教育信条のもとに研鑽を積むことにより、自
己実現を図り、社会の変化に主体的に対応しつつ、その発展に寄与できる心豊かな人間を育成する。

学校教育目標

高校生活で培った自己理解・課題解決
力を生かし、進路選択と社会との関わり
を意識した探究活動を行う。

2年次 3年次

個人探究を基本とし、自分ができることを
突き詰め社会に貢献する術を探究する。
「Will×Can×Must」探究モデルに基づ
き、２学年では「Can=自分の可能性・強
み」を軸に探究を進める。

社会の課題や可能性
を適切な情報に基づ
いて理解し、解決の
ための方策も理解し
効果的に活用してい
る。

課題設定・情報収
集、整理分析、まと
め・表現というプロセ
スを理解し、根拠に
基づき論理的に構成
している。

社会の課題を自分事
としてとらえ、解決を
目指し主体的に探究
する中で自分自身の
あり方も見つめてい
る。

総探
［１単位］

総探
［１単位］

総探
［１単位］

分野ごとに担当教員を置き探究の各
プロセスで助言・指導する。担当分掌
が方針を出し学年と連携する。

学習活動 学習評価の方法と観点 指導方法と体制

自分の将来（Will）や地域の未来（Will）を
題材として、探究の基礎を学ぶ。生徒が
「未来」について主体的に考え、自己の
キャリア形成や地域社会の課題解決に
向けた視点を養うことを目的とする。

レポート、成果物、プレゼンテーションの内容とその運用プロセス、
「振り返りシート」による自己評価を用いて評価する。

SSH探究指導部
（総合的な探究の時間担当）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 1年次

育成を目指す資質・能力

地域に変容をもたらす力 新たな価値を創造する力 力行天下第一

課題発見力
共創力

行動実践力

アイデア創出力
情報編集力
具現化力

探究力
持続力

自己更新力

地域に変容をもたらす力 新たな価値を創造する力 力行天下第一
課題発見力 共創力 行動実践力 アイデア創出力 情報編集力 具現化力 探究力 持続力 自己更新力

4

地域のフィールドワークや

人々と積極的に対話する中

で、これまで気づかなかった

地域の良い点や、改善すべき

課題を複数発見できる。さら

に、なぜその課題が起きてい

るのか、その背景にある本質

的な原因まで深く考察するこ

とができる。

自分とは異なる意見や価値観

を持つ人々の考えを深く理解

し、その違いを乗り越えて、

全員が納得できるような新た

な解決策を導き出すことがで

きる。文化祭や探究活動など

の場で、周囲の意見をまとめ

ながら、チーム全体で協力し

て目標を達成できる。

地域の課題解決や探究活動の

テーマに対して、具体的な行

動計画を自ら率先して立て、

周囲を巻き込みながら実行に

移すことができる。困難に直

面しても柔軟に対応し、最後

までやり遂げることができ

る。

文化祭やSSHの授業、探究活

動などで、既存の概念や常識

にとらわれず、誰も思いつか

なかったような革新的でユ

ニークなアイデアを複数生み

出すことができる。そのアイ

デアの実現可能性まで具体的

に考案できる。

膨大な情報の中から、信頼性

の高い情報を選別し、それら

を論理的に再構築することが

できる。その結果、独自の視

点や斬新なアイデアを創出

し、探究活動の新たな方向性

を見出すことができる。

頭の中にある複雑なアイデア

を、誰にでも理解しやすい企

画書やプロトタイプなど、具

体的な形として表現できる。

さらに、その魅力を効果的に

伝えられるプレゼンテーショ

ン能力も備えている。

興味を持ったことについて、

多角的な視点から深く探求す

ることができる。文献調査や

実験などを通して、独自の知

見や新たな問いを生み出すこ

とができる。

探究活動や部活動で、どんな

に困難な課題に直面しても、

それを乗り越えるための具体

的な方策を自ら見つけ出し、

最後まで諦めずに粘り強く努

力を継続できる。

自分の弱点や失敗を冷静かつ

客観的に分析し、そこから得

た学びを活かして、新たな挑

戦や成⾧を継続的に成し遂げ

ることができる。常に自分自

身をより良くしていこうとす

る強い意志を持っている。

3

街を歩いたり、地域の人と話

したりする中で、地域の良い

点や、もっと改善できる点を

複数見つけることができる。

発見した課題について、自分

なりに考えを巡らせ、解決策

のヒントを見つけ出そうとす

る姿勢が見られる。

クラスや部活動、探究活動の

グループワークで、異なる意

見を持つ人とも感情的になら

ずに建設的な対話ができる。

お互いの意見を尊重しなが

ら、協力して何かを成し遂げ

ようとすることができる。

地域の課題を解決したいとい

う強い意欲を持ち、具体的な

行動計画を立てて、最初の一

歩を踏み出すことができる。

計画通りに着実に実行し、責

任を持って最後まで取り組む

ことができる。

探究活動やグループワーク

で、既存の枠にとらわれず

に、新しい商品やサービス、

イベントなど、独創的で面白

いアイデアを複数考えること

ができる。考えたアイデアを

具体的に言葉で説明できる。

インターネットや書籍など、

複数の情報源から必要な情報

を効率よく集めることができ

る。集めた情報を自分なりに

整理・分析し、そこから新し

いアイデアや視点を作り出す

ことができる。

探究活動のアイデアを、レ

ポートや試作品、プレゼン

テーション資料など、具体的

な形にすることができる。周

りの人が見て、内容を分かり

やすく理解できるよう工夫し

ている。

興味を持ったことや、まだ知

らないことについて、とこと

ん深く掘り下げて学び続ける

ことができる。一つのテーマ

について、粘り強く調べ、深

く理解しようとする姿勢が見

られる。

困難な課題に直面しても、す

ぐに諦めずに、目標達成に向

けて努力を続けることができ

る。探究活動や定期考査の準

備で、最後まで粘り強くやり

遂げることができる。

定期考査の結果や探究活動で

の失敗を素直に受け入れ、そ

こから学びを得て、次の行動

に活かすことができる。自分

の成⾧のために、反省点を改

善しようと努力できる。

2

地域の良い点や課題に気づく

ことはできるものの、その気

づきが表面的なものに留まっ

ている。なぜそうなっている

のか深く掘り下げて考えた

り、複数の視点から物事を捉

えたりすることが難しい。

意見が対立した際に、自分の

意見ばかりを主張してしま

い、うまく話し合いを進めら

れないことがある。他者の意

見に耳を傾けることに苦手意

識があるため、協力して何か

を成し遂げることが難しい場

合がある。

地域の課題解決に関心はある

ものの、計画を実行に移すこ

とに対して躊躇してしまう。

最初の一歩がなかなか踏み出

せなかったり、計画通りに行

動することが難しかったりす

る。

アイデアを考えることはでき

るものの、既存のものと似て

しまったり、着想が単一的に

なったりすることが多い。発

想を広げることが苦手であ

る。

情報を集めることはできる

が、情報の信憑性を判断した

り、整理・分析したりするこ

とが不十分である。そのた

め、集めた情報から新しい視

点やアイデアを生み出すこと

が難しい。

アイデアは持っているもの

の、それを具体的な形に表現

することに苦戦する。そのた

め、周りの人に自分の考えを

うまく伝えることが難しい。

興味を持ったことについて学

ぶことはできるが、表面的な

理解に留まってしまうことが

多い。自ら進んで深く掘り下

げて探求することが苦手であ

る。

難しい課題にぶつかると、モ

チベーションが低下し、途中

で投げ出してしまうことがあ

る。困難を乗り越えるための

方法を自ら見つけることが苦

手である。

自分の弱点や失敗を認めず、

他者や環境のせいにしてしま

うことがある。失敗から学び

を得て、自分を改善すること

が難しい。

1

地域の良い点や課題につい

て、自分から積極的に関心を

持とうとしない。そのため、

周囲の出来事に対する気づき

がほとんどなく、地域をより

良くしていこうという意識が

見られない。

自分とは異なる意見を頭ごな

しに否定したり、対話しよう

としなかったりする。そのた

め、クラスやグループで協力

して活動することができな

い。

地域の課題解決や身の回りの

問題に対して、行動を起こす

ことに対して意欲が見られな

い。全てを他者に任せてしま

い、自分から主体的に関わろ

うとしない。

新しいアイデアを生み出すこ

とに苦手意識があり、自分か

ら意見を言うことが少ない。

他者の意見に頼りがちで、主

体的に発想しようとしない。

情報を集めることに慣れてお

らず、何を参考にすれば良い

か分からなかったり、情報の

真偽を判断できなかったりす

る。

アイデアを具体的な形にしよ

うとすることがほとんどな

く、自分の考えを言葉だけで

伝えることしかできない。

何事にも興味を持つことが少

なく、自ら進んで深く学ぼう

とする姿勢が見られない。疑

問を持たず、与えられた情報

を受け入れるだけになってし

まう。

少しでも難しいと感じると、

すぐに諦めてしまい、目標に

向かって努力を継続すること

ができない。困難から逃げる

傾向がある。

自分の失敗や弱点を振り返る

ことがなく、そこから成⾧し

ようとする意欲が見られな

い。同じような失敗を繰り返

してしまう傾向がある。

　本校の精神を象徴する「力行天下第一」の実
践を通して育成する。自ら課題を見つけ、粘り強
く向き合い、学んだことを次の行動へつなげてい
く姿勢や、新しい知識や考え方を柔軟に受け止
め、自分の成長に生かそうとする態度、周囲の
人々と協力しながら、よりよい社会の実現に貢献
しようとする心を育成する。

　地域の魅力や課題を理解し、その改善や価値創
出に活かすための力として捉える。歴史・文化・産
業などを学び、調査・分析・表現といった技能を身
につけることで、地域や社会の現状を自ら読み取
り、周囲と協働しながら変化を生み出す主体へと育
成する。学んだ知識や技能を実社会で活用し、地
域に新たな可能性をもたらす力を育む。

　社会や地域に新たな価値を生み出す力とと捉え
る。課題に対して独自の視点を持ち、必要な情報
を組み合わせて道筋をつくり、具体的な提案や行
動として実現する力を育む。自分なりの着眼点から
物事を捉え、収集した情報を整理・再構成しながら
解決の方向性を練り上げることで、その考えをわか
りやすく示し、実際の行動や形として表す力を身に
つける。

総合的な探究の時間［力行タイム］の目標

　探究の見方、考え方を働かせ、自分の将来や地域の未来について多面的に把握することで、自分が持つ可能性や社会課題を発見
し、企業や大学、地域住民と積極的に関わりながら、論理的に課題解決を目指す。そのために以下の資質・能力を育成する。

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等


